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　今や買い物、調べごと、娯楽、知
り合いとのコミュニケーションなど
の選択肢としてパソコンやスマート
デバイスの利用が当たり前になって
いるのではないだろうか。データが
個人にとって大きな価値をもってい
る時代が到来したといえる。
　この膨大なデータを有効活用する
のが「人口知能（AI）」だ。AI（Artifi-
cial Intelligence）は「人工的な知
能」を意味し、あらかじめ定められ
た命令（プログラム）に基づいて判断
を下すのが特徴だ。例えば、感情を
認識するAIや、将棋を指すAI、レ
ジで会計をするAIなどがあり、さま
ざまな用途で活用されている。

AI人材が世界中で取り合いに

　AI技術を活用することで、便利な
サービスを提供できるようになり、
社会を暮らしやすいものに変化させ
ている。AIについて学んだ人材は世
界中で不足していて、取り合いにな
っている状況だ。
　AI人材について関西学院大学の巳
波弘佳副学長は、AIの技術そのもの
を作る「AI研究・開発者」、その技術
を使えるように加工する「AIスペシ
ャリスト」、AIを活用したサービス
や製品を企画し提供する「AIユーザ
ー」という３つに区分する。
　中でもAIスペシャリストとAIユ
ーザーは「AI活用人材として、実際

加速する日本のAI教育
世界で争奪戦が始まっているAI人材の育成を急ぐ

買い物や調べもの、コミュニケーションなどにデジタル技術はなくてはならないものになった。その背景には膨大なデー
タがあり、そのデータを活用するための人口知能(AI)が急速に進化している。デ—タが個人にとって大きな価値を持
つSociety 5.0時代を生き抜くには、AIの知識と活用が不可欠だ。

●関西学院大学はAIに関わる人材を3つに分類する

図2　AI人材を「AI研究・開発者」、「AIスペシャリスト」、「AIユーザー」の３つに区分してい
る。（関西学院大学の資料を基に作成）

●人とコミュニケーションを取ることができる人型ロボット「Pepper」

図1　ソフトバンクロボ
ティクスが2014年に発
売した、世界初の感情
認 識 人 型 ロ ボ ッ ト

「Pepper」。AI を 搭載
し、人とのコミュニケー
ションが可能。2021年
現在、Pepper の 生産
は一時停止している（画
像 はソフトバンクの
Webサイトから）

人口知能（AI）の進歩はめざましく、AIに関する知識をもつAI人材は世界中で
争奪戦が始まっている。より良い社会を築くため、日本はAI人材をどのように
育成するのか。AI教育をめぐる最新の状況を紹介する。

さまざまな社会課題を解決できる
「AI活用人材」育成が急務

辻村真一 文化情報学部 2年
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のビジネスの課題を解決する人材」
（巳波氏）だ。この「AI活用人材」が
日本には不足しているという。
　こうした社会が間違いなく到来す
ることの根拠の一つが世界の企業の
中でAIを真っ先に活用した企業が大
きな影響力を握っていることだ。
　2007年に世界の企業の時価総額
トップだったのは米エクソンモービ
ル、米GE、米マイクロソフト、米シ
ティグループが並ぶ。マイクロソフ
トを除けば、石油や製造業、金融な
どが主役だった。しかし10年後の
2017年には、米アップル、米グーグ
ル（現アルファベット）、米マイクロ
ソフト、米アマゾン、米フェイスブ

加速する日本のAI教育　第1章

ックというように、米国のソフトウ
エアやインタ—ネットサービスのIT
企業が首位を独占した。
　ちなみに日本企業の最上位はトヨ
タ自動車が2007年の10位から2017
年の38位に大きく順位を落とした。
近い将来、AI･データサイエンスの
知識を持たない若者が社会に出てい
くことを危惧した文部科学省は、総
合イノベーション戦略推進会議での
議論を通じて「AI戦略2019」を公表
した。 
 　Society 5.0と呼ばれるデータ活
用を中心にしたデジタル社会で、「数
理・データサイエンス・AI」は「読
み・書き・そろばん」と同じ基礎的な

学力にし、あらゆる分野で人材が活
躍できるようにすることを目指す。
　AI戦略2019では、小中学校・高
等学校を卒業した年間100万人、大
学や高等専門学校を卒業した年間50
万人がリテラシーレベルのAI教育を
受ける環境づくりを目指している（図
3）。応用基礎レベルについては高校
の一部と高専・大学の半分の年間25
万人、エキスパートレベルでは、年
間2000人の人材を育成する。
　このようなAI人材を育成するた
め、大学等で行われている優れた教
育プログラムを政府側がきちんと認
知し、資格や学位認定など、サポー
トを行うことにも積極的だ。 

●誰もがデータを扱える時代を目指す「AI戦略2019」

図3　総合イノベーション戦略推進会議で策定された「AI戦略2019」では、2025年に向けたAI･データサイエンス教育の方針を打ち出した。小
中学校・高等学校・大学・高専のすべての段階でAI人材を育成していく（第43回総合科学技術･イノベーション会議(2019/04)より転載）
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などについて理解を深める。
　「基礎」ではデータリテラシーを養
成する。データを読み解き、事象の
背景や意味を理解できるようになる
ことが目標だ。データの比較対象を
正しく設定し、グラフや表などで適
切に可視化して他者に説明したり、
グラフや数字を読み解き、文献や現
象を通じて分析・考察したりする。
　「心得」では、データを扱う上での
留意事項を学ぶ。個人情報保護法や
欧州の EU 一般デ ー タ保護規則
(GDPR)のような個人情報（データ）
に関する法令や国際的な規制、デー
タ・AI利活用で求められる情報モラ
ルや倫理について理解を深める。

　「導入」では、今後の社会における
「読み・書き・そろばん」ともいえる数
理／データサイエンス／AIについ
て、AIとは何か、現在どのように活
用されているか、データ活用やAIに
よって、社会や日常生活が大きく変
化していることを学ぶ。データ・AI
活用領域の広がりやその価値、今の
AIでできることとできないこと、帰
納的推論と演繹的推論の違い、AIを
活用した新しいビジネスやサービス

　数理・データサイエンス教育強化
拠点コンソーシアムは、全国的なモ
デルとなる標準カリキュラム・教材
の作成を進めている。社会人にAI教
育を行う「NECアカデミー for AI」
学長であり、コンソーシアムでカリ
キュラム作成の中心的な役割を果た
した孝忠大輔氏に解説してもらった。
　モデルカリキュラムのリテラシー
レベルは「導入」「基礎」「心得」のコア
学習科目とオプションに分かれる。 

●数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアムが作成したモデルカリキュラム（リテラシーレベル）

図4　コンソーシアムは、数理・データサイエンス教育強化を目的として国立大学に設置されたセンターが結集して，数理・統計・情報を基盤とし
て未来世界を開拓できる人材の育成を目指している。(数理･データサイエンス教育強化拠点コンソーシアムの資料より作成)

大学のAI教育の標準となる
モデルカリキュラムを解説
辻村 真一 文化情報学部2年
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関西学院大学は「AI人材」育成のため、
全学向け「AI活用人材育成プログラム」を設置
⺒波弘佳 氏 関西学院⼤学副学⻑、AI活⽤⼈材育成プログラムプロジェクトリーダー

　関西学院⼤学では⼈工知能（AI）を
取り扱える⼈材である「AI⼈材」を育
成するため、全学生を対象とした「AI
活⽤⼈材育成プログラム」を設置して
います。
　AIを活⽤して新サービスを開発し
たり、ビジネスに活⽤したり、さまざ
まな社会課題を解決することができる
AI⼈材は、世界で現在80万⼈が不足
しており、日本でも2030年には55万
⼈が不足すると予想されています。世
界ではすでにこのようなAI⼈材の争
奪戦が始まっています。
　AI⼈材を、AI技術そのものを作る

「AI研究・開発者」、その技術を使える
ように加工する「AIスペシャリスト」、
AIを活⽤したサービスや製品を企画
し提供する「AIユーザー」という３つ
に区分しました。
　私はこの中のAIスペシャリストと、
AIユーザーを合わせて、「AI 活⽤⼈

材」と名づけました。

すべての学生が受講可能

　本学ではすべての学生が「AI活⽤⼈
材プログラム」を受講できます。AIと
聞くと、どうしても理系科目のように
感じて、文系の学生が敬遠してしまう
ようなイメージがありますが、本プロ
グラムは初学者にも易しい内容からス
タートするので文系・理系を問わず気
軽に受講できます。
　実際に、履修している学生の⼤部分
は文系の学生です。ちなみに、経済学
部や商学部は目立って受講率が高かっ
たです。
　いわゆる文系の職業といわれる分野
でも、データ分析やAIを⽤いたサー
ビスの実装はこれからどんどん需要が
増えていきます。AIに関する知識を
習得したり、活⽤する方法を学習した
りしておいて損はないと思います。

　繰り返しになってしまいますが、文
系の学生が AIに興味を持ってくれる
ことは本当に素晴らしいことです。
　このプログラムは「活⽤入門」から

「実践演習」、「発展演習」とステップア
ップしていく構成になっています (図
5)。導入編となる「AI活⽤入門」は全
員が受講する共通科目で、身近なAI
の使⽤例や基礎的なスキルを習得しま
す。AI活⽤入門の修了後、それぞれ
のコースに分かれて学習し、実践的な
能力を養います。最終的には「AI活⽤
発展演習Ⅱ」まで受講できるようなプ
ログラムになっています。

入門講座はオンラインで開講

　活⽤入門と実践演習の一部はオンラ
インで学ぶバーチャルラーニングで実
施します。受講生はオンラインでスラ
イドの説明資料や解説動画を見たり、
テストを受けたりして、実習に参加で
きます。
　知識はバーチャルラーニングで身に
つければよいのですが、高度な演習や
PBLは個⼈単位の指導が必要なので、
担当教員が直接指導します。疑問点
は、TAチャットボット( 対話形式で
疑問を解決するAI)に問い合わせて解
決できます。
　セキュリティ面では、ログイン時に
パスワード認証と顔認証の2つを要求
します。オンラインテストではランダ
ム出題、時間制限に加えて、なりすま
し防止のため試験中にも顔認証を行い
ます。受講者には厳しい印象を与えて
しまうかもしれませんが、AI活⽤⼈
材を育成したいという強い思いが伝わ
れば幸いです。 （談）

●関西学院大学が全学生を対象に開講する「AI活用人材育成プログラム」

図5　「AI活用人材育成プログラム」は導入の「AI活用入門」からステップアップしていく。バ
ーチャルラーニングとPBLを組み合わせて受講しやすくした。（関西学院大学の資料から）
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　同志社大学は、AI･データサイエ
ンスについて、さまざまな試みをし
ている。特に力を入れているのが、
2005年に設置した文化情報学部。
　同学部は、芸術や経済活動をはじ
めとする人々の行動様式、即ち「文
化」を数理･情報･統計といった科学
的な手法で読み解く。文化と情報の

「文理融合」を合言葉に研究を進める
のが同学部の特徴といえる。
　データサイエンス関連科目は文化
情報学部だけでなく、ほぼ全ての学
部で設置していて、理系・文系を問
わず、誰でも履修することが可能だ。
一例として、法学部には「政治デー
タ分析」という科目があり、こちら
はRやExcelといった統計関連ソフ
トを使用して政治学における因果関
係の仮説の検証を行うことが学習目
標となっている。

　これらの大学全体の取り組みにつ
いて文化情報学部の宿久洋教授は、

「大学内において特定の専門分野に関
して質の高い講義を受講できること
は総合大学の強みだが、学部間での
連携がとれていない点は課題だ。将
来的にはプログラムとしてひとつに
まとめたり、副専攻として履修でき
たりするような仕組みを作るのがよ
いのではないか」と話した。

複数の大学が連携して開講

　次に同志社大学が関わっている大
学院レベルのAI・データサイエンス
の取り組みを二つ紹介しよう。一つ
目は、「独り立ちデータサイエンティ
スト人材育成プログラム」（略称DS4）
だ。文部科学省の支援のもと立ち上
げられたプログラムで、大阪大学の
教員が中心となり、同志社大学を含

んだ複数の連携校がプログラムに参
加している。
　さまざまな専門分野を専攻する大
学院生を対象に、医学、経済経営学、
人文社会系と幅広いカテゴリーでデ
ータサイエンスについて学ぶことが
可能となっている。
　DS4で提供している科目のなかで
も特色性があるのがデータ科学PBL

（Project Basic Learning、課題解
決型学習の略）だ。3泊4日の合宿形
式の講義で、受講生同士がグループ
を作り、教員が用意した課題につい
てのデータが提示され、グループワ
ークを通じて課題解決を目指す。
　また、社会人、並びにDS4の連携
校や参加校以外の大学院生を対象と
した「DSデータ科学（社会人対象）」
もある。これは土曜日に開講する科
目やデータ科学PBLといった集中型
講義だけで修了要件を満たせるプロ
グラムで、e-learning教材も用意し
ている。受講生ごとに履修相談をす
ることができるメンター教員がつき、
さまざまな受講生に向けてサポート
を提供している。 

 大学院生向け副専攻プログラム

　同志社大学が独自で行っているも
のでは、大学院生向けに「Comm 

●「独り立ちデータサイエンティスト人材育成プログラム」(DS4)

図7　データサイエンス
について学ぶ「独り立ち
データサイエンティスト
人材育成プログラム」

（ 略称 DS4）の 講義風
景。大阪大学の教員が
中心となり、同志社大
学など複数の連携校が
参加する

宿久 洋 氏 
同志社⼤学文化情報学部 教授

同志社大学では、それぞれの学部が
データサイエンスの関連科目を設置
堀井 一志 文化情報学部 4年

同志社大学でも学部、大学院でAI・データサイエンス教育を提供している。
現在の取り組みの状況や、学部や大学院で学べる科目やプログラムについて
紹介する。
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5.0-AI・データサイエンス副専攻プ
ログラム」がある。2020年に学内組
織の高等研究教育院が設置した。
　通常は大学の学部と、上位に位置
する大学院は一体して運営されてい
るが、高等研究教育院はいずれの学
部にも所属しない独立組織だ。
　Comm 5.0-AI・データサイエンス
副専攻プログラムは、特定の研究科
に縛られずに、研究科を対象に大学
院レベルの教養を学ぶ科目だ。
 　AI・データサイエンスについては
技術面について学ぶだけでなく、コ
ミュニケーションに学習の焦点を当
てている。データサイエンスの観点

加速する日本のAI教育　第1章

で特色のある科目の例として「ミッ
ション研究」（図8）がある。通常の科
目とは異なり、一般企業などとの共
同研究がベースの科目で、提示され
た課題の解決を目指す。

修了にはさまざまな要件が必要

　マイナープログラム（副専攻）の修
了にあたって、18単位の科目取得に
加え、情報資格（基礎および応用情
報技術者資格）、統計検定の合格、ま
たは英語力を測る資格（TOEICまた
はTOEFL iBT）のそれぞれ一つ以上
の試験に合格するか、スコアを取得
することが求められる。

　また査読付きの英語の論文をオー
プンアーカイブで投稿するか、国際
学会で論文の投稿や発表を一回以上
行う必要がある。こうした要件を満
たすことで修了が認められる。
　主専攻とは異なり、学位は取得で
きないが、将来研究者になったり社
会に出て行ったりするうえで、実用
的なスキルを身につけられる。
　文化情報学部の宿久教授は「将来
は同志社大学全体の院生の受講者 

（現在は文化情報学研究科と生命医
科学研究科のみ） を増やし、主専攻
を目指すことを目標にしたい」と語
っている。

●同志社大学の大学院生向け「Comm 5.0-AI・データサイエンス副専攻プログラム」

図8　Comm 5.0-AI・データサイエンス副専攻プログラムは、専門分野を問わず、幅広い研究科の学生を対象に大学院レベルの教養を学ぶ。「ミ
ッション研究」は通常の科目とは異なり、一般企業などの外部連携組織との共同研究がベースの科目で、組織側が課した課題の解決を目指す。

（同志社大学 高等研究教育院事務室「Comm 5.0-AI･データサイエンス副専攻プログラム パンフレット5頁 ミッション研究」）
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　あなたが「人工知能（AI）について
学びたい」と思い立ったとしよう。そ
こから実際にAIについて学習を始め
るまで、おそらく時間がかかるだろ
う。AIの何について学ぶか、まず入
り口から戸惑うからだ。

身近で広がるAI活用の事例
キュウリのサイズ判別から豆腐の需要予測、乗合タクシーの効率化まで

人工知能（AI）というと何でもできるというイメージを持つかもしれないが、AIが得意な分野もあれば、不向きな分野も
ある。そうしたことを知るためにも、まずAIで何ができるか事例から調べるとよいだろう。今回さまざまな分野でAIを
活用する事例を調べ、取材をした。AIについて理解する参考にしてほしい。

●クリーニングの受付業務を効率化するためAIを活用

図2　福岡県田川市で
クリーニング店「クリー
ニングハウスレモン」を
運営するエルアンドエー
は、受付作業を省力化
するため、服の種類など
を自動で判別するAIを
開発した。（グーグルの
提供映像から）

●キュウリを撮影し、画像解析して等級やサイズを表示

図1　静岡県湖西市の小池誠さんは、キュウリの画像
を基に自動でサイズ判別をする選別機を開発した。

（グーグルの提供映像から）

　単に「AI」と一口に言っても、そ
れが表している意味や内容は幅広く
奥も深い。さまざまな技術用語やプ
ログラミング手法もある。AIの何に
ついて学ぶかによって、調べる文献
や情報、話を聞く相手などは変わっ

てくる。そうこうしているうちに、そ
もそも自分はAIの何を知りたいと思
っていたのか分からなくなってしま
うかもしれない。
　AIについて学ぶ際にお勧めしたい
のが、まずAIを活用したさまざまな
事例を知ることだ。

事例から活用のヒントを知る

　例えばある農家では、それまで人
が経験に基づいて判断していたキュ
ウリのサイズ判定をAIに肩代わりさ
せた（図１）。人の経験値などで違い
が出たキュウリのサイズ判定を一定
にすることができたというこの事例
からは、「AIには画像に関する人の 
経験知を学ぶ能力を持つ」ことが分
かる。
　あるクリーニング店では、受付を
AIがやってくれている（図 2）。接客
カウンターの真上にカメラを設置し、
カウンターに衣類を置くと、ワイシ
ャツやズボン、スーツなどを瞬時に
自動識別して料金を表示する。
　二つの事例は、いずれも独学でAI
について学び活用したものだ。こう
したアイデアにより、自分なりのAI
活用法が見えてくる。何を学んでい
くかを決めるのは、その後でも遅く
はない。
　今回、AIを活用するさまざまな企
業を取材した。これらの事例からAI
活用のヒントを見つけてほしい。

人口知能（AI）について学ぶには
まず事例から
七戸 直仁 文化情報学部 3年
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1．Petalica Paint
　最初に紹介するのはアートにまつ
わるAIだ。このAIは白黒２色の線
画や漫画のコマなどを自動で着色す
ることができる。使用方法は、着色
したい画像をWebサイト上のキャ
ンバスにアップロードし、着色を選
択するだけである。このAIは作業工
程の着色時に3種類の着色パターン
を用意しており、それぞれが雰囲気
の異なった色を使用して着色をして
くれる。
　しかし3種類の着色パターンのな
かに気に入ったものやイメージ通り
のものがない場合もあるだろう。着
色する色のイメージがはっきりして

身近で広がるAI活用の事例　第2章

いる場合には、大雑把なイメージの
色を着色したい場所にあらかじめ塗
っておくことで、それらを踏まえた
配色で着色してくれる。自分で着色
することもできるので、細かい部分
の修正も可能だ。

2．Amper Music
　次に紹介するのは、音楽にまつわ
るAI である。音の配列のアルゴリ
ズムを学習し、どのような音楽には
どのような曲風が用いられているか
を理解している。音楽作成の手順は
非常に簡単で、音楽に詳しくない人
でも簡単に利用できるシステムにな
っている。

 はじめに曲の長さを指定し、その後
サイト上に提示される曲についての
イメージを数個選択し、最後にジャ
ズやヒップホップといった曲風を指
定すれば、曲名とともに３つほど曲
を作成してくれる。このサイト上で
作成した曲は、個人や非営利目的で
あれば自由に使用することができる。

3．Aipoly
　最後に紹介するのは、カメラで撮
影したものを判定するAIだ。主に色
覚障害や老眼といった視覚に困難を
感じる人に向けて作られている。機
能としては、画面上に写っているも
のの名前を表示したり、写っている
ものの色を表示したりすることがで
きる。また、図５の画像のように物
の名前や色を文字として表示するだ
けではなく、音声でも確認できるよ
うな配慮もされている。

●AIが自動で楽曲を作成してくれる「Amper Music」

●カラー判別を行う「Aipoly」●白黒２色の線画や漫画のコマなどを自動で着色する「Petalica Paint」

図 3　Petalica Paint
の着色前（左）と着色後

（右）。説明画像をアッ
プロードした後はたった
ワンクリックで着色する
ことができる

図4　３つのイメージを
選ぶだけでそれに基づ
いた５つの曲が作成さ
れる

図5　Aipolyは大まかな色を表示する
だけではなく、かなり細かい色の種類ま
で表示してくれる

誰でもAIを実践できるwebサイト　
プログラミング不要で簡単に使える
中野 優斗 文化情報学部 2年
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　いま話題の「AIタクシー」をご存
知だろうか？ 「AIタクシー」は、AI
を使い、未来のタクシー需要の予測
情報を配信するサービスだ。効率的
なタクシー運行を実現し、ドライバ
ーの生産性の向上を手助けする。ま
た、タクシーを利用する客が短い待
ち時間で乗車することが可能で、満
足度の向上も見込める。 
　AIタクシーは、人の流れがリアル
タイムに分かる携帯電話ネットワー
クの仕組みを利用して作成されるモ
バイル空間統計のリアルタイム版（人
口統計データ）と、タクシーの運行
データなどを用いて、AIがタクシー
の需要を予測する。

今回紹介するのは、NTTドコモによ
る独自のAIタクシーサービスだ。現
在から30分後までの未来のタクシー
乗車台数の予測などを、10分ごとに
配車システムへ提供するというサー
ビスだ。

タクシー業界のDXを進める

　提供する情報は以下の4つだ。
（ 1 ）営業区域内500 m四方のエリア
ごとの、タクシー乗車台数の予測値、 

（２）乗車獲得確率の高い100 m四方
のエリア、（３）乗車獲得確率の高い 
進行方向、（４）普段よりも人口が多い
500 m四方のエリア情報。
　これら4つの情報をドライバーに分

かりやすく伝えることでタクシーの需
給がマッチし、効率的なタクシーの
運行の実現が期待できるのである。
　このサービスの特殊性はどこにあ
るのだろうか。ポイントは大きく分
けて4つある。

（１）「乗車客のタクシーの待ち時間 
を短縮」AIが先読みした需要予測に
基づいてタクシーが先行して向かう
ので、乗客の待ち時間を短縮。

（２）「電車遅延やイベントなどの非 
日常的乗車需要増に対応」突発的な
事由で日常よりも人が多く滞留する
ことで発生するタクシー需要や、通
常では気づけないようなタクシー需
要を発見。

（３）「ドライバーごとの実車率の底上
げ」各ドライバーの運行の効率化に
より、タクシー事業者の収益向上に
貢献。新人ドライバーの不安を払拭
し、離職率低下につなげる。

（４）「業務効率、 生産性向上」タクシ
ー運行を効率化することで、働き方
改革の促進や生産性向上に貢献。
　こうした点が評価され、モバイル
コンピューティング推進コンソーシ
アム（MCPC）による「MCPC award 
2017」の最優秀賞（サービス&ソリ
ューション部門）を受賞するなど数々
の受賞実績がある。
　NTTドコモのAIタクシーサービ
スは、多くのタクシー企業で取り入
れられ、売上向上などに貢献してい
る。今後さらにAIが進化していくこ
とでサービス内容の改善もされてい
くことになる。
　新型コロナウイルスの感染症対策
でタクシー利用が増える中、AIによ
る需要予測を活用することで、消費
者のニーズに応えてくれることを期
待したい。

●NTTドコモの「AIタクシー」を活用した運行の流れ

図6　モバイル空間
統計のリアルタイム
版、タクシー運行デー
タ、気象データなどを
A I技術で解析し、タ
クシー需要を予測する

（NTTドコモのWeb
サイトから）

NTTドコモ AI×タクシー 
〜需要予測による効率的運行〜　
大前 良介 文化情報学部 4年
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身近で広がるAI活用の事例　第2章

●AI導入やアプリの利用で効率化を進める空港シャトルサービス

図7　ヤサカタクシーは、自宅と空港を結ぶシャトルサ
ービスにAIを導入。乗客の順番や経路を最適化し、
運営を効率化した。（同社のWebサイトから）

　タクシー業界でAIを導入し始めた
企業の一つが京都市に本社を置き、

「ヤサカタクシー」として知られる彌
榮自動車だ。
　同社は「ヤサカ空港シャトル」とい
う独自のサービスを提供してきた。
京都府の対象地域内の自宅と関西国
際空港・大阪国際空港（伊丹空港）と
をドアツードアで結ぶ相乗りサービ
スだ。「大荷物を持って公共交通機関
で移動するのが大変」「自宅から乗れ
て便利」などの理由でシャトルサー
ビスを利用する人が多い。そのサー
ビスを「nearMe. Airport」（ニアミ
ー・エアポート）と提携してリニュー
アルした。
　同社はデジタル対応を積極的に進
めている。従来、スタッフが電話で
予約の連絡を受けていて、キャンセ

ルや時刻の変更などが生じた時に、
予約客への連絡や経路の変更などを
短時間で実施するのは難しかった。
こうした課題を解決するため、AIを
利用したデジタル化で、対応時間の
短縮や移動ルートの最適化を進めた

（図 7）。利用者は、アプリなどを使
って予約できるようになった。
　シャトルサービスの「DX」（デジタ
ルトランスフォーメーション：デジ
タル化によるビジネス変革）と言え
るだろう。
　同社が新サービスを開始したのは
2020年4月。まずは、京都と関西国
際空港を結んだ。その後、2021年6
月には、大阪国際空港でのサービス
も開始した。
　電話を利用していた受付をネット
でもできるようにしたほか、予約客

やドライバーへの連絡を電話からメ
ールに変更した。こうした取り組み
によって、利用者の利便性を高めな
がら、サービスに関わってきたスタ
ッフの膨大な作業時間を削減できた。
管理や連絡のための膨大な紙も減ら
すことができた。

コロナ禍の苦悩と展望

　今は、コロナ渦で旅行や出張のた
め空港を利用する人が減り、空港シ
ャトルの利用者も減少している。ま
た、同社の営業エリアが京都という
観光地のため、中国など海外からの
観光客が減ったことでタクシーサー
ビスも大きな影響を受けた。
　提携したnearMe. Airportはサー
ビス対象を若者に設定し、新サービ
スでもSNSと連携したキャンペーン
などの取り組みを進めている。
　ヤサカタクシーは、スマホのアプ
リでタクシーが呼べる配車サービス

「GO」にも対応している。同志社大
学も同社のサービスエリア内にあり、
タクシー需要が増える入学式などの
イベント時期には集中配車を行い、
構内にはGOアプリの案内を掲示し
ている。
　身近なタクシーでも、AIやデジタ
ルを活用することで、サービス内容
は確実に便利になっている。コロナ
禍が終息した後は、若者のタクシー
活用も増えていきそうだ。

AI導入で時間短縮や経路の最適化
空港シャトルサービスのDX
菊山 樹里 文化情報学部 1年
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　AIはさまざまな事業者に恩恵をも
たらしている。ここではAIを活用し
た商品の需要予測を紹介しよう。
1951年創業の相模屋食料（群馬県前
橋市）は、主に大豆加工食品の製造
および販売を行なっている。現在で
は神戸市にも工場を建てるなど、日
本全国で事業規模を拡大している。
　相模屋食料では、日本気象協会の
気象データを取り込んだ豆腐の需要
予測を行っている。そもそも豆腐は
小売店に毎日配送される日配品だが、
生産には２日かかるため、どれくら
いの受注があるか需要を予測し、そ
の精度を上げることは長年の課題だ
った。
　豆腐の需要予測は、2014年に始
まった経済産業省の「次世代物流シ

ステム構築事業費補助金」の補助事
業で、気象データを活用した実証実
験にまでさかのぼる。この実証実験
に初年度から参加した企業の一つが
相模屋食料だ。

体感気温で変わる豆腐の売り上げ

　最初に予測の対象になったのは木
綿豆腐や絹豆腐だったが、気象と需
要の関連性が低く、実験の効果は出
なかった。その後、冷やっこなどに
使われる寄せ豆腐の売り上げが、そ
の日の気温と強い関連性があること
が分かり、寄せ豆腐を対象に試行錯
誤が続いた。
　気温といっても、重要なのは人が
暑さを感じる「体感気温」だ。暑い日
が何日も続いている時よりも、それ

まで涼しかったのに急に暑くなった
時の方が一層暑さを感じる。この体
感気温を基に、約2年をかけて生み
出したのが「豆腐指数」で、気象から
予測される寄せ豆腐の売れやすさを、
最大を100として指数化した。
　この指数は毎日、日本気象協会か
ら相模屋食料に配信され、この豆腐
指数に加えて、近くのスーパーの特
売情報などを加味して、最終的に生
産数を決める。豆腐指数の導入で、
需要予測の誤差は30%減少し、食品
ロスを大幅に削減できた。大量消費
社会にあって、食品ロスへの取り組
みは避けては通れない課題だ。
　需要を予測して生産数量を最適化
することで食品ロスの削減につなが
る。需要予測に気象データを活用す
る試みは始まったばかりだが、持続
可能な社会に向けて、消費者側の意
識も変わりつつある。AIを活用した
需要予測は、食品ロスの改善にも大
きく貢献するだろう。

●日本気象協会が配信している特別気象予測 ●AIでデータ分析をして需要予測を行う相模屋食料

図8　相模屋食料は日本気象協会の気象
予測を基にした「豆腐指数」で、寄せ豆腐の
生産量を調整し食品ロスの削減につなげて
いる

図9　相模屋食料は昔ながらの豆腐生産に、気象データと
いう情報を活用し、事業のDXを進めている

https://sagamiya-kk.co.jp/

気象協会のデータから「豆腐指数」
AIで豆腐の需要を予測して生産
大石 凌雅 文化情報学部 2年
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　みなさんはアルゴリズムで作成し
た絵が、43万ドルで落札されたと聞
いたら、驚くだろうか。この作品

「Edmond De Belamy」は、フラン
ス・パリのアート集団Obviousが作
成した「Le Famile De Belamy」と
いうベラミー家の一人ひとりの肖像
画（図10）の1つだ。それぞれの作品
には、使ったアルゴリズムを象徴す
る数式が記されているのも特徴だ。　
　使ったアルゴリズムは「Genera-
tive Adversarial Network」（GAN）
という。なぜGANが生み出した絵
が「まるで機械の見ている世界のよ
うだ」と評されるのか。

2つの装置が競い合うGAN

　GANには2つの“装置”があると
考えて欲しい。1つは本物と見分け
のつかない偽物の画像を作る装置で、

「贋作者」と呼ばれる。もう1つは偽
物が混ざった本物の画像の山から見
抜いて当てる装置で、「鑑定士」と呼
ぶ。鑑定士に偽物と見抜かれると、
贋作者は少しやり方を変え、新しい
画像で再度判定してもらう。それを
繰り返すうちに、いつの間にか、鑑
定士が見抜けない画像が完成する。
　鑑定士は機械なので、そのまま機
械の目を反映した画像が生まれるの
だ。アートの世界では、人間にはな
い独創性として捉えられ、高額で落
札された可能性がある。
　分野によっては人間では見分けの
つかない画像も生み出せる。それは
人の顔だ。図11は全て架空の人物の

画像だ。“This Person Does Not 
Exist”というWebサイトが作成し
た架空の人物画だ。サイトには「こ
れはGAN技術を使った画像です」と
表示している。

GANの発展と活用
　

最新のGANの中には、StyleGAN
と呼ばれる、画像の中の「要素」を指

摘できるものまで現れている。例え
ば、人の顔の例であれば、年齢、性別、
髪の色などだ。
　この技術で個人の用途に応じた適
切な画像の取得が容易になる。AIの
生成する、より細分化された画像が、
汎用的な「素材」画像の代わりに使用
され始めれば、ネットニュースやブロ
グ記事の景色が変わっていくだろう。
 もしGANが発展し、人間と同じ

「目」を持つことができれば、より多
様な画像が生まれるだろう。そうし
た日は、刻々と近づいているのかも
しれない。

身近で広がるAI活用の事例　第2章

●一見すると人の写真と区別できないAIが作成した人物画

●AIが作成した人物画がオークションで高額落札された

図10　フランス・パリのアート集団Obviousが作成した「Le Famile De Belamy」というベ
ラミー家の一人ひとりの肖像画のコレクション。その一つの作品「Edmond De Belamy」が
43万ドルで落札された

＊Le Famile De Belamy - Obvious Art； https://obvious-art.com/la-famille-belamy/
　This Person Does Not Exist： https://thispersondoesnotexist.com/

図 11　“This Person 
Does Not Exist”では、
サイトを更新するたび
現実にいるとしか思え
ないような人物の画像
が生成される

AIのアルゴリズムが描いた絵画
43万ドルで落札された価値とは
七戸 直仁 文化情報学部 3年
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　私たちは、右上の書籍を参考に、
AIの開発を体験してみた。私が実践
したのは、書籍の「画像認識編」と

「画像生成編」だ。
　まず画像認識でジャンケンの手を
識別するAIモデルを作ってみた。AI
のモデルを作成する素材は書籍で紹
介している既存の画像を使った。図
1①のように数値がふってあるのは
画像を画素ごとに記述しているため

初めてのAI体験報告記
完全AI初心者の大学生3人がAI開発に挑む！

少し前までAIの開発はハードルが高かった。近年では開発環境がWebブラウザー
上で提供されたり、便利な機能が登場したりとAI開発のハードルが下がっている。
本章では、それらを使った私たちのAI体験をお伝えする。

●ジャンケンの手を識別するAIの作成経過

である。モデルとして扱うためには、
人間が理解できる画像をそのまま扱
うのではなく、画素の集合体として
扱うことが大事なようだ。
　この素材を基にAIモデルを実際に
作成すると図1②グラフのようにな
る。左側のグラフが精度を表し、右
側のグラフが出力と正解の差である
ロスを表す。このグラフを見ると、
精度が徐々に上がってロスも段々下

がっていることが分かる。また、ど
ちらの結果も序盤に急激に変化し、
終盤はほとんど変化していないこと
が分かる。
　作成したAIモデルを使って、新し
いデータで検証してみると図1③の
ように見事に全ての手を識別するこ
とができた。
　さらにリアルタイムの画像分類デ
モとして、私の手を識別できるかど

図1　書籍で紹介していた既存の画像データを素材にしてAI
モデルを制作。そのモデルを検証用データで試すと識別に成
功。しかしリアルタイムの画像を素材にした識別には失敗した

AIでジャンケンの手を判別した後に
手の画像を生成してみた！
才木 涼介 文化情報学部 3年　プログラミング歴1年半

①画像を画素の集合体として記述する

②AIモデルの精度とロスのグラフ

③検証用データでの検証結果

④リアルタイムカメラでの検証結果

人気ブロガーのからあげ先生が5年間で得
た、AIに関する学びの全てを注ぎ込んだ
AIの入門書。「とにかく楽しく」AIを学べ
ます。AIの面白さと基本的な仕組みを、1
週間で体感・理解できます。

日経BP 刊
2640円（税込）

人気ブロガー
からあげ先生の
とにかく楽しい
AI自作教室
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うかを試してみた。結果は図1④の
ように、どの種類の手を出しても全
てチョキとして認識され、正しく識
別できなかった。背景が違ったり出
す手の角度が違ったりするとモデル
が正しく働かないようだ。

AIによる画像生成に挑戦

　次に手の画像を生成してみる。素
材の画像は先ほど使った画像と同じ
だ。違うのは図2①のように素材の
画像をひとまとめにしている点であ
る。これによって結果が見えやすく
なる利点がある。次にAIモデルの作
成をする。このAIモデルの作成に使
われているGANは贋作者の役割を
するモデルと鑑定士の役割をするモ
デルを競わせて性能を向上させる技
術だ。鑑定士のモデルは先ほど準備
した教師データと偽のデータを見分
けられるように学習を進める。

初めてのAI体験報告記　第３章

　一方贋作者モデルはノイズからひ
たすら偽画像を生成し、どれだけ鑑
定士をだませたかという基準で学習
していく。これらのモデルを合わせ、
GANでAIモデルを学習させると図
2②のようなグラフが生成される。赤
色のg_lossが贋作者のロスで青色の
d_lossが鑑定士のロスだ。 グラフを
見ると贋作者と鑑定士のロスが交互
に上がったり下がったりしていて競
争が起きていることが分かる。 
　しかし500回学習を繰り返したあ
たりから急に贋作者の方のロスが高
いままの状況が続いてしまった。実
際に出力された図2③の画像を見て
も中盤から後半にかけての画像が粗
くなっていることが分かる。さらに
最終的に出力された図2④の画像も
真っ青になってしまい、うまく画像
生成ができなかった。
　この結果を授業のティーチングア

シスタント（TA）に相談したところ、
「学習回数を上げてロスを減らす」と
いうアドバイスをもらった。そこで
学習回数を1500回にして試してみる
と学習回数1000回の時に比べてロス
が減り、図2⑤のように手のような形
の画像を生成することができた。
　しかし、乱数に依存するため安定
した結果がでにくいので生成される
画像にムラがあり、毎回このクオリ
ティの画像を生成することはできな
かった。

●手を生成するAIの作成経過

図2　素材の画像をAIが学習しやすいようにひとまとめにする。GANの学習モデルを制作しそれを
学習させる。学習させたAIモデルをもとに画像を生成するも失敗した。学習回数を上げたものを何
度か試すと、画像生成に成功したものもあった

①素材の画像をひとまとめにする ②GANのモデルを学習させる

③GANモデルの学習回数による遷移

④画像が生成できなかった例

⑤画像が生成できた例

Pythonを使ったWebの開発経験はあ
りましたが、AI開発は別物のように感じ
ました。AI開発の面白さは毎回結果が
異なり、さらに予想ができないことにあ
ると思います。決められたタスクをこな
すようなものではなく何か生き物を扱っ
ているかのような不思議な感覚を味わう
ことができました。 （才木）

AIプログラミングを体験して
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　“古典とは、人が賞賛するが読まな
い本である”−マーク・トウェイン
　マーク・トウェインの言葉にもあ
るように、古典は誰もが読みたいと
思いながら、ほとんどの人が読まな
い。この体験記では、日本の古典で
ある夢野久作の『ドグラ・マグラ』を
人工知能に学習させ、ドグラマグラ
風文章の生成に挑戦した。
　私自身は『ドグラ・マグラ』は未読
で、正確にはどのような文章がドグ

ラマグラ風か分からないため、古典
好きの友人の助けを借りて文章のド
グラ・マグラらしさを判定した。

AIによるテキスト生成に挑戦

　からあげ先生の『とにかく楽しい
AI自作教室』には自身のgithub（プ
ログラミングのコードを共有する場
所）にサンプルコードを掲載してい
て、Python初心者でもサンプルコ
ードをコピーすることで手軽にAI体

験ができる。使用した『ドグラ・マグ
ラ』は著作権が切れていて、青空文
庫で一般に公開されている。
　まずはPythonのコードを使用し
て文章のデータをインストールする。
書き出し部分の「私がウスウスと目
を覚ました時、こうしたミツバチの
唸るような音は、まだ、その弾力の
深い余韻を、私の耳の中にはっきり
と引き残していた。」という文章の意
味を、私たち人間は理解できるが、
機械はただの文字列、正確にいうと

｛ 0,1｝の並びとして捉える。そこで、
切れ目のない連続した文章を意味の
わかる適切な位置で区切り、それぞ
れの単語に意味を付与する。この作
業を形態素解析という。
　形態素解析が完了したところで、 
AIにドグラ・マグラを学習させる。
今回使用するのはマルコフ連鎖とい
うモデルだ。実際に文章を生成して
結果を見てみよう。図4が生成した
文章で、6割ほどは意味が通る文に
なっている。
　ドグラ・マグラを実際に読んだ友
人にこの文章のドグラマグラ度を尋
ねたところ、かなり夢野久作に近い
そうだ。今回の体験を通して、AIで
ドグラマグラ風文章を生み出し、ド
グラ・マグラがどのような感じの小
説であるかをつかむことができた。

図4　マルコフ連鎖モデルにより生成された文章。古典好きの友人からみてもそれらしい文
章が生成された。しかしところどころ意味のつながってない部分がある

●『ドグラ・マグラ』の文章を形態素解析した結果

●AIがドグラマグラ風に書いた文章

図3　文を意味の通る最小
単位に分けるのが形態素解
析である。ドグラ・マグラの
中の連続した日本語の文章
が、意味の最小単位である
形態素に分けられているの
がわかる

AIは何か複雑でよくわからないアルゴリ
ズムで成り立っているという漠然とした
イメージしかありませんでしたが、体験
を通してAIが実際に行なっていること
を、少しは理解できました。Siriやグー
グル翻訳、Wordの予測変換機能などの
背後にある自然言語処理技術の入口に
あたる部分を今回体験することができて
よかったです。 （坪田）

AIプログラミングを体験して

AIのアルゴリズムで
『ドグラ・マグラ』風の文章を生成

坪田有司 文化情報学部 3年　プログラミング歴3カ月
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大学生も恥ずかしがらずに
どんどん情報を発信してほしい
からあげ先生インタビュー

──今の大学生の多くは、小さい頃か
らコンピューターが身近にあり、AI技
術も日常的に使う世代です。からあげ
先生の時代はどうでしたか。
　インターネットが一般に使われるよ
うになったのは私が十代の頃です。今
のように簡単に情報を投稿できません
でした。ブログで情報を発信するのは
かなり難易度が高く、何度も挫折しま
した。でも、試行錯誤しながら世界に
情報を発信するのはエキサイティング
でした。
　私が大学生の頃に、今のAIの前身
の「ニューラルネットワーク」につい
て研究している先輩がいました。今と
比べて、モデルの構造が単純で性能も
低かったです。実はAIに興味を持ち
始めたのは6年ほど前です。当時は、
手書き文字を認識するAIが出た頃で、
まず環境構築が大変で、やっと動かし
てみても実際に何ができたのかよく分
かりませんでした。
──ブログで情報発信をしたり、勉強
会やセミナーを主催したりして、AIに
ついての教育活動を行っています。
　ブログは、純粋に面白いと思ったこ

とを紹介しています。最近やっと人に
読んでもらうことを意識して記事を書
き始めました。実は、勉強会を行った
のも一回ぐらいです（笑）。住んでいる
地域で、興味を持った人が手軽に参加
できるAIの勉強会があればいいなと
思って企画しました。自分自身もAI
を勉強する過程で何度か勉強会やセミ
ナーに参加したので、 AIのコミュニテ
ィに対する恩返しの意味もありました。
──大学生がAIについて学びたいと
思ったらどのように勉強するのがいい
と思いますか。
　私自身は、新しいことを勉強する時
はとりあえず本を何冊か買って読みま
す。実際にAIを勉強した時にも本を
何冊か読みました。少し問題だと感じ
たのは、本に載っているプログラムの
コードがそのままでは動かないことが
あったことです。多くの人はそこで挫
折してしまうだろうと感じました。今
回、皆さんが体験している『とにかく
楽しい AI自作教室』には、そんな体
験が生かされています。初学者でも、
コードを書いてみて動かずに挫折しな
いよう工夫しました。

──からあげ先生が大学生にAIを教
える立場なら、何を重視しますか
　個人的には、AIはその背後にある
数学やコンピュータサイエンスに興味
を持つきっかけになればいいと思って
います。そういった意味では、理系の
学生さんが学ぶ基本は変わっていない
と思います。AIのアルゴリズム開発
も重要ですが、現状では米グーグルな
ど世界のトップ企業には太刀打ちでき
ないでしょう。今後はAIと何かを組
み合わせて新しい価値を生み出してい
くことがますます重要になってくると
考えています。
──最後に大学生に向けて何かメッセ
ージをいただけますか。
　情報を発信する方法は何でもよいの
で、好きなことや作ったコンテンツを
公開してみると、将来やりたいことに
つながるかもしれません。
　私は、小さい頃に小説家にあこがれ
ていました。ブログで情報発信を続け
てきたおかげで、自分の本を出すこと
ができました。大学生の皆さんも恥ず
かしがらずに、どんどん情報発信をし
てみてください。

●AIはさまざまな技術の積み重ねで成り立っている ●からあげ先生のブログ

図6　からあげ先生は、ブログ「karaage.」
（http://karaage.hatenadiary.jp）でさま
ざまな情報を発信している

からあげ先生
愛知県のモノづくり系企業で働くエンジニア。
趣味はカメラと電子工作、創作物をブログやイ
ベントで精力的に発信中。「ラズパイマガジン」

「日経Linux」等多数の商業誌・Webメディア
へ記事を寄稿。好きな食べ物は、からあげ。

図5　からあげ先生の
書籍では、AIの下にさ
まざまな技術があるこ
とを実感することの大
切さを伝えている。（書
籍に掲載している図を
もとに作成）

アプリ
（UI、モデル呼び出し）

フレームワーク
（TensorFlow、PyTorch）

ライブラリ
（NumPy、scikit-learn）

数学
（確率・統計・線形代数・微分積分、etc…）

コンピューター・サイエンス
（OS、ファイルシステム、etc…）

クラウド
（AWS、Google Colab、Azule）

プログラミング言語
（Python、C++）

バージョン管理
（Git、GitHub）

見えているのは
氷山の一角

初めてのAI体験報告記　第３章
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　からあげ先生の『とにかく楽しい 
AI自作教室』3章を参考に、私の母
語である韓国語のデータを用いてテ
キスト生成に挑戦した。韓国語のデ
ータを学習させ、文脈を反映したテ
キストを生成するモデルを作ること
が目標だ。
　テキスト生成の全体の流れは、1）
テキストデータを読み込み、データ
をトークン化し、インデックスをつ
ける、2）作られた単語のベクトルを
用いて、テキスト生成のモデルを構
築するという２段階に分けることが
できる。

憲法データを用いたテキスト生成

　今回、テキスト生成で使う学習デ
ータは韓国の憲法データを用いた。
韓国憲法データは韓国語形態素分析
ツールのパッケージに内蔵されてい
るため、データを読み込みやすいと
いう特徴がある。まず、テキスト生
成で使用するパッケージをインスト
ールし、憲法データを読み込むと、
図8のように韓国憲法のデータが読
み込まれたことが分かる。
　この憲法データを用いて、ある単
語の後ろに特定の単語がつく確率を
計算し、テキスト生成を行うモデル
関数を作成していこう。作成したモ
デル関数をAIに学習させ、ある単語
の後ろにつく単語の出現確率を求め
た結果が左の図9になる。

テキストデータの前処理を実施

　テキスト生成コードを作成するに
は、事前に学習するテキストデータ
の前処理を行う必要がある。前処理
とは、人間の言葉をコンピューター
が分かるように変換する一連の過程
を指す。まず、テキスト生成する前

●使用するパッケージとデータの読み込み

●テキスト生成に用いるモデル関数を作る

図7　韓国語形態素解析
パッケージ「konlpy」内の
韓国憲法データ「kolaw」
を用いてテキスト生成を実
行する

図9　上の図で読み込ん
だ韓国憲法データを用い
てテキスト生成モデルを作
成する。モデルが学習した
出現確率によってテキスト
が生成される

● 韓国憲法データの確認

図8　憲法データの長さは1万8884字である。韓国憲法データを読み込むと図のような画面
が表示される。全文は長さの関係上、出力されない

AIに韓国憲法データを学習させ
韓国語テキストの生成に挑戦　　
全ダソム 文化情報学部 ４年　プログラミング歴２年
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に憲法データの単語辞書を作る。デ
ータの形態素解析を行うことで、文
章の中で最小の意味を持つ単位に文
を切ることができる。単語別にイン
デックスをつけることで辞書ができ
た。この単語辞書を用いて、テキス
ト生成を行う。

予測モデルの正確度と学習時間

　テキスト生成関数が用意されたの
で、Kerasを用いてテキスト予測モ
デルを作成していく。モデルの正確
度が8割を保つようにしたため、学
習回数を500回にした。
　学習回数が多いと精度は高くなる
が、学習時間は長くなる。逆に 学習
回数を減らすと学習時間が短いが、
精度が落ちるため、モデルを作成す
るときには何を重視するのか決める
必要がある。PCの環境によって所
要時間は異なるが、予想される所要
時間は2時間であった。
　それでは学習結果を確認してみよ
う。結果の図9を見ると、インデッ
クス番号０の単語“ ”（＝大
韓民国）を用いて次につく単語を1
つ、2つ、5つ予測して文章を作成す
ることができた。
　このように韓国憲法データを用い
て新しい文章の作成ができたことが
分かる。

初めてのAI体験報告記　第３章

●テキスト生成モデルの作成

●テキスト予測モデルの作成

●テキスト予測生成モデルの実行

図10　前処理を行った
データを用いて、テキス
ト生成モデルを作成す
る。前処理で作ったイン
デックスを学習する

図11　テキスト生成モデルからテキスト予測モデルを作成する。学習したデータから単語の
出現確率を計算して学習をする。これにより、文脈を考慮して適切な単語が予測できる

図12　図11で行ったモデルを用いて、テキストの生成を行う。インデックス番号０である 
（＝大韓民国）の後ろにつく単語からなる文章を各5つ挙げる

からあげ先生の本を読んで、テキスト生
成に興味を持ち、自分の母語である韓国
語データを用いてテキスト生成ができる
か挑戦してみました。実際テキスト生成
を自分でやってみて、エラーを発見し、そ
れをどう解決するのかを悩む時間から積
極的に問題について調べて勉強する時
間になりました。 （全）

AIプログラミングを体験して

＊今回作成したテキスト生成のプログラムに興味のある方は以下で確認できます。
　https://colab.research.google.com/drive/1MtOg9nGQam8Dz6B7GtWQUeGKkoc52i0F?usp=sharing
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某女子大でオンライン授業に明け暮れ
る本年度前半だった。ほとんどが非同
期型の授業であり、今回リアルタイム
で大学生と接する機会を設けていただ
きとても感謝している。　

斎藤 直樹 （デザイン）

体験型教養科目の授業で、企業にイン
タビューをしたり、それを記事にまとめ
たりと今までにない経験を多くするこ
とができたので、今後の人生に生かし
ていきたい。

大石 凌雅 （2年生）

AIについてそこそこ理解している自負
があったが、その考えを改め直すくら
い調査で多くの発見があった。これか
らもAIの知識を深めて、色々なところ
で応用していきたい。

大前 良介 （4年生）

AI＝理系科目の学習ではないとことを
読者に知ってもらいたい。AIに携わる
仕事にはさまざまなものがあり、それ
ぞれの立場の人がいてAI活用が成立
していることを実感した。

菊山 樹里 （1年生）

ビジネスにおける活用や教育への導入
など、さまざまな視点からAIを見るこ
とができてとても勉強になった。今回
の経験をきっかけにこれからもっとAI
に詳しくなりたいと思う。

才木 涼介 （3年生）

アイデアを練るのとそれを実現するの
は全く別の労力が必要で、時にむず痒
く感じることがあった。チームで動く時
に認識の統一を相当しつこくやらない
といけないなと思った。

七戸 直仁 （3年生）

一冊の雑誌ができるのに色々な手間が
かかることは分からなかったが、この
機会を通してそれが分かった。この場
を借りて編集に努めてくださった編集
者方々に感謝します。

全 ダソム （4年生）

さまざまなインタビューや記事の作成
を経て、社会情勢やAI教育に関するさ
まざまな知見を獲得できた。僕は1章
を担当したが、実際にAIの作成(3章
の内容)も行いたかった。

辻村 真一 （2年生）

この授業を通して、AIの技術的な基礎
の導入を学べただけではなく、雑誌の
執筆のプロセスも学ぶことができた。
雑誌の編纂はチームプレーである。

坪田 有司 （3年生）

AIが簡単に扱えるサイトを探している
うちに、AIのできることの範囲の広さや、
知識がなくても扱える便利さ、インター
ネットでいつでも使うことができるとい
う身近さに驚いた。

中野 優斗 （2年生）

講義を通して、あらゆることの基礎とな
る「下調べ」の重要さを再認識した。こ
の経験をうまく昇華できればと実感し
ている。そのように考える時間を過ご
すことができた。

堀井 一志 （4年生）

TAとしてこの授業に関わらせてもらっ
た。事務的な関わりが主だったが、作
業をどう見守っていくべきかなど多くの
ことを学んだ。最終的に形になってよ
かった。

岡部 格明 （TA）

コロナ禍を受けて、外部の先生方の講
義や取材を含めて、授業の多くがオン
ラインとなった。こうした制約の下でプ
ロジェクトを進めた体験を、今後に生
かしてほしい。

中野 淳 （日経BP）

今回、誌面の編集などで関わった。オ
ンラインで授業を受けたり、クラウドで
原稿をやり取りしたりと、自分が学生
だったころと様変わりしていて、とても
刺激的だった。

小槌 健太郎 （日経BP）

編集スタッフのメッセージ
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